
 
 

 

 

 

環境学習指導者養成講座（導入コース）とは・・・ 

本講座は、環境に関する知識を得るだけではなく、環境についての幅広い視点を養うとともに、地域

で環境学習の指導をしていくことのできる指導者の養成を目的としています。 

 

 ■ 募 集 人 数  ４０名（応募者多数の場合は、審査のうえ受講者を決定します。） 

 ■ 対    象  環境学習の指導経験がなく、環境活動を推進したいと考えている方 

 ■ 講 座 日 程  下記のとおり（時間は各日原則として１０：００から１６：３０まで） 

※ 全日程５日間を受講した方には、修了証を交付します。 

 

第 1 回 １０月 １日（土）・第 2 回 １０月 ８日（土）・第 3 回 １０月１６日（日） 

第 4 回 １０月２２日（土）・第 5 回 １１月 ５日（土） 

（会場：第３回、第４回以外は、千葉まちづくりサポートセンター（右下図参照）で行います。 

第３回、第４回については、第１回の講座内でご案内します。） 

  

■ 申 込 方 法  HP 申込みフォーム（http://kanpachiba.com/?page_id=642）から，または

受講申込書（受講希望理由を含みます）に必要事項をご記入の 

うえ、郵便・Fax・E-mail のいずれかで、 

９月２６日（月）までに、 

下記事務局までお申込みください。E-mail の場合は、様式は 

問いません。受講決定者には、決定通知書を郵送します。 

■ 申込・問合せ先（講座事務局） 

 

 

 

 

 

 
 

主 催：千 葉 県   実 施：環境パートナーシップちば 
 

 

環境パートナーシップちば 

〒２６０－００２４ 千葉市中央区中央港１－１１－１ 

（財）千葉県環境財団 環境技術部環境管理グループ気付 

電話：０９０－８１１６－４６３３  ＦＡＸ：０４３（２４６）６９６９ 

E-Mail：moushikomi@kanpachiba.com  

ホームページ URL：http://kanpachiba.com/ 

http://kanpachiba.com/?page_id=642


■ 主な科目の実施内容（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年度 環境学習指導者養成講座 導入コース 受講申込書 

電話: Fax:

E-mail:

　過去に、千葉県のエコマインド養成講座を受講したことが

受講したことがある方は、受講したコース名等を記入してください。

　意見、希望等があれば、記入してください。

平成　　　年度　　　　　　　コース受講 ，平成　　　年度　　　　　　　コース受講

　現在、環境NPO・NPO団体に所属されている方は、その団体名と活動内容を記入してください。

自宅の

連絡先

住所 〒　　　－

ある ・ ない（どちらかに○印をつけて下さい。）

年 齢 歳　
ふりがな

氏　名
性 別 男・女

 

 ※ また、本講座への受講希望理由を４００字程度でご提出ください。 

（メール・便箋等でも可） 

☆ 第５回 １１月５日（土）  

（午前）講師：小関 光二 

「省エネのためにできること」 

・省エネについてのさまざまな実践の紹介 

・学校における出前授業の実際，留意点について知る。 

 

（午後）横山清美 

「ふりかえりとまとめ」 
・ふりかえりとまとめ 

・修了式 

☆ 第１回 １０月１日（土）  

講師：横山 清美、広田 由紀江 

「環境保全活動とは、環境学習とは」 

 ・オリエンテーション 

 ・千葉県環境学習基本方針について 

・アイスブレイキング＊ の体験 

・環境保全活動とは、環境学習とは 

             

＊「氷を砕く」という意味のとおり，初対面の参加者の間

の緊張をほぐすために行うグループワークの総称です。 

☆ 第２回 １０月８日（土）  

（午前）講師：桑波田 和子 

「水から学ぼう・行動しよう」 

・千葉県の水の課題 

・水辺の学習プログラム例の紹介と体験 

 

（午後）講師：KOUSAKU 

「ゴミと環境と私」 

・ゴミ・リサイクル分野の保全活動 

・資源循環型社会の構築に向けて 

 

 

     （会場：   ） 

☆ 第３回 １０月１６日（日） 

（午前）講師：横田 耕明  

「学校ビオトープ」 

・地域住民と学校が協働で作る学校ビオトープ 

・ビオトープを活用した環境学習事例の紹介 

（午後）講師：金親 博榮 

「里山保全活動」 

・里山と生物多様性 

・里山の現状と保全活動の実際 

☆ 第 4 回 １0 月 22 日（土）  

「イベント開催の体験」 

印旛沼流域環境・体験フェアにおいて，環境ＮＰＯが出

展・参加するイベントに，１日インターンとして参加する。 


